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芦沼石などの採石場

粘土の採掘所
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写真 3-28  西明寺三重塔

写真 3-29  西明寺楼門

写真 3-30  地蔵院本堂

写真 3-31  綱神社本殿 写真 3-32  綱神社摂社大倉神社本殿

写真 3-33  円通寺表門 写真 3-34  西明寺本堂内厨子

（１）国指定文化財
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写真 3-35  円通寺一切経塔 写真 3-36  西明寺本堂 写真 3-37  西明寺鐘楼

写真 3-38  日下田邸（染色工房併用） 写真 3-39  益子参考館上台（旧濱田庄司邸離れ）

（２）県指定文化財

写真 3-40  絹本著色鮎図 写真 3-41  絹本著色両界曼荼羅図
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写真 3-42  銅造阿弥陀如来立像・両脇侍 写真 3-43  銅造阿弥陀如来立像 写真 3-44  木造如意輪観世音菩薩座像

写真 3-45  木造閻魔王座像・両脇侍像 写真 3-46  木造良栄上人像 写真 3-47  木造阿弥陀如来座像

写真 3-48  木造千手観音菩薩立像附木札六枚 写真 3-49  木造千手観音菩薩座像

写真 3-50  木造阿弥陀三尊像（鎌倉） 写真 3-51  木造阿弥陀三尊像（平安）
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写真 3-52  西明寺本堂厨子内仏像群 写真 3-53  梵鐘

写真 3-55  聖鬮賛

写真 3-56  浄土総系図 写真 3-57  月形凾文書

写真 3-54  正親町天皇綸旨

写真 3-58  浄土鎮西義名越派代々印壐脈譜 写真 3-59  瓶子
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写真 3-60  草木染 写真 3-61  藍染め甕場

写真 3-62  風戸塚古墳 写真 3-63  入定塚古墳 写真 3-64  小宅古墳群

写真 3-65  宇都宮家の墓所 写真 3-66  西明寺境内 写真 3-67  浅間塚古墳

写真 3-68  こうやまき 写真 3-69  西明寺の椎林叢 写真 3-70  枝垂えごのき
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地蔵院所蔵(木造阿弥陀三尊像（鎌倉）、
木造阿弥陀三尊像（平安）、

 宋版大般若経、 
絹本著色両界曼荼羅図)

西明寺所蔵(本堂厨子内仏像群、木造千手観音菩薩立像附木札六枚、
 　　木造千手観音菩薩座像、瓶子、梵鐘、木造閻魔王座像・両脇侍像)

益子陶芸美術館／陶芸メッセ・益子所蔵（島岡達三作品）

藍染め甕場

益子参考館所蔵(濱田庄司作品)

八坂神社御神酒頂戴式

歌舞伎舞台背景襖絵

真言八祖絵図

文化絵地図
元禄絵地図

観音寺所蔵（木造如意輪観世音菩薩座像）

光明寺所蔵(銅造阿弥陀如来立像)

妙伝寺所蔵(襖絵)

大郷戸廃寺跡五輪塔群

長谷寺所蔵(木造阿弥陀如来像、羽石家五輪塔)

絹本著色鮎図

天保絵地図（長堤村地図）

普門寺所蔵(五輪塔及び瓶子)

小宅家文書

安善寺所蔵（板碑）

小宅古墳群

風戸塚古墳

入
定
塚
古
墳

天王塚古墳

本沼窯跡群

古代窯跡
（栗生窯跡群）

御城山遺跡（益子古城跡）

宇都宮家の墓所
高館城跡 綱神社摂社大倉神社(本殿)

綱神社(本殿)

地蔵院(本堂、観音堂)

西明寺(三重塔、楼門、本堂内厨子、本堂、鐘楼、閻魔堂、大師堂)

円通寺(表門)(一切経塔)
円通寺所蔵（銅造阿弥陀如来立像・両脇侍、木造阿弥陀如来座像、

木造良栄上人像、正親町天皇綸旨、聖鬮賛、浄土総系図、
月形凾文書、浄土鎮西義名越派代々印璽脈譜）

浅間塚古墳

日下田邸(染色工房併用)

藤根善治の墓

光明寺（薬師堂）

妙伝寺（山門）

日枝神社（本殿）

長堤八幡宮(本殿)

鶏足寺（山門）

西明寺(境内)

安善寺（本堂）

新町彫刻屋台

田町彫刻屋台

内町彫刻屋台

原彫刻屋台

松本屋台

安善寺境内

山本八幡宮

益子参考館上台(旧濱田庄司邸離れ)、登り窯、細工場

旧濱田庄司の母屋

岩下製陶（太平窯）登窯

上棟柱立飾山車

西明寺の椎林叢、こうやまき
クスノキ、リンボク群生地帯、ムベ、シカクダケ

枝垂えごのき
金木犀、梅、シダレ桜

椎
菩提樹、糸桧葉

シダレ桜、カヤ、ヒイラギ

タラヨウ、梅

赤松

長堤太々神楽

妙伝寺の雅楽

山本太々神楽

草木染

綱神社太々神楽

芦沼獅子舞

主な遺跡・文化財

　　 ： 建造物

　　 ： 史跡等

　　 ： 有形民俗・美術工芸

　　 ： 無形民俗

　　 ： 天然記念物

　　 ： その他

凡  例

0                  1000                2000m

図 3-5  指定文化財の分布図
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２－３　未指定文化財

未指定文化財については、悉皆調査で『益子町

史』や『芳賀の文化財』で挙げられているものを

リスト化して、可能な限りその所在等について調

査を行った。調査は現在も継続中である。その結果、

994 件にものぼる文化財がリスト化された。リスト

は巻末資料に掲載した。

益子には古墳群や奈良・平安時代の窯跡群、中世

の城館跡や旧地蔵院跡、西明寺跡等、貴重な遺跡

が数多く存在するが、これらのほとんどが未調査

かまたは一部の限られた範囲しか発掘調査が行わ

れていない状況である。

種類 区分 未指定

有形文化財

建造物 139

絵画 41

彫刻 49

工芸品 0

書跡 116

考古資料 26

無形文化財 工芸技術 0

民俗文化財
有形 238

無形 152

記念物
史跡 228

天然記念物 5

総　　計 994

※平成 28 年 10 月 1 日現在

表 3-5  未指定文化財の総数

写真 3-71  石塔群 写真 3-72  二十三夜塔

写真 3-73  山本八幡宮摂社鹿島神社 写真 3-74  御霊神社社叢

写真 3-75  建造物 写真 3-76  半鐘
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２－４　地域ごとの文化財の状況

文化財探検隊で調査した 9か所について、その概要と確認した文化財について紹介する。

（１）普門寺周辺（大字上山）

【地域の概要】

上山は旧田野村に属し、北側は旧益子町の生田目と接

し西端に小貝川が流れる。小貝川にそそいでいるぐみ川

が東から西に流れており、普門寺を中心とした地域と田

野中学校南部に飛び地が存在する。夏になると休耕田を

利用して上山営農組合によるひまわり祭りが開催され、

県内外から多くの観光客が訪れる。

【確認した主な文化財について】

字老戸の石塔群には天明 6 年（1786）の二十三夜供養

塔をはじめ 8 基の石塔が一か所に集められている。馬頭

観音 2 基、対露従軍馬匹記念碑 1 基、生馬大神 1 基と馬

に関する石塔が目立つ。天保絵地図（町指定文化財）に

記されている田野御陣屋の北側の道「御前曲輪宿通」は

現在も色濃くその様子をとどめており、その道沿いには

お堂や道標が残っている。普門寺境内には多くの石塔が

集められているほか、境内墓地にある侠客梅五郎碑は石

材に田野八幡原古墳群の天井石が用いられている。

（２）長堤八幡宮周辺（大字長堤）

【地域の概要】

長堤村の絵図である天保絵地図の白抜き部分は、上

山村の土地を表しており、現在の区域と一致する。

写真 3-77  石橋料寄附之碑

上山の南に位置し、西端を流れる小貝川にかかる田野橋が真岡市からの玄関口となっている。

全体的に平坦な土地柄ではあるが緩やかな台地が南部へ伸びており、低い土地に水田、台地には

畑が広がる。田野城跡や長堤八幡宮などが残り、現在も学校や郵便局などがおかれるなど古くか

ら田野地域の中心地となっている。長堤八幡宮の10月の例大祭では長堤太々神楽（町指定文化財）

の奉納が行われる。平成 28 年（2016）10 月には道の駅ましこが開業した。

【確認した主な文化財について】

県道 41 号線長堤交差点から西側に一本入った道が昔の本通りである。その街道に面した字南

廓に虚空蔵堂や石塔群が建てられている。石橋

料寄附之碑は、明和 5 年（1768）に長堤の添谷

氏と妻の実家（茨城県桜川市大泉）の袖山氏が、

江戸の千住から長堤村までの橋が壊れているの

を憂い、石橋料を寄付したことに対しての顕彰

碑である。天保絵地図に描かれた街道は現代の

ものと重なる部分が多い。南端の田野地区小泉

との境にたたずむ十九夜供養塔は道標を兼ねて

いる。その他にも表宿や東曲輪など田野城に関

係していると思われる地名が多く残されている。

図 3-6  天保絵地図 (上 )と現在の地図 (下 )
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（３）光明寺周辺（大字山本）

【地域の概要】

光明寺のある山本地区は、益子町の南東部、高館山の南側、茨城県との県境にあり、小貝川に

合流するぐみ川の源流を持つ。河川の流域には水田が広がっており農業を生業の中心とし、十数

年前までタバコの栽培も盛んであった。江戸時代に越後国からの入百姓があった歴史を持つこの

地区には、現在でも多くの祭りや民俗芸能が残り、松本歌舞伎舞台襖絵、妙伝寺雅楽、山本太々

神楽（いずれも町指定文化財）、お囃子などが地域の人々によって受け継がれている。

【確認した主な文化財について】

阿弥陀如来像（県指定文化財）、薬師堂（町

指定文化財）、シダレ桜（町指定文化財）など

数多くの指定文化財を有している光明寺には、

その他にも十九夜塔や二十三夜塔など信仰にか

かわる周辺の石塔が集められている。山本八幡

宮（町指定文化財）は山本太々神楽の舞台とし

て地元の方に親しまれており、拝殿の天井には

色鮮やかなさまざまな植物が描かれ美術的にも

注目される。
写真 3-78  山本八幡宮拝殿天井

写真 3-79  二十三夜塔兼道標

（４）東田井地区

【地域の概要】

東田井は益子町の西部に位置し、東に小貝川、西に独立丘陵である根本山を配した南北に長い

地域である。古墳群や集落跡などの遺跡があり、江戸時代には幕府領（真岡代官領）であった。

町指定文化財には中世末期から近世初期に描かれたとされる真言八祖絵図がある。東田井のお囃

子は益子祇園祭で新町に伝授されるなど他地域との文化的交流がある。

【確認した主な文化財について】

東田井を南北に伸びる街道をタツ街道という。

真岡市との境に建つ観音堂から、東田井に入る山

裾の道には、数多くの石塔や神社などが残されて

いる。東田井町営住宅南のＹ字路には二十三夜供

養塔兼道標があり、「左くげたつくば道／右さい

みゃうじきつれがわ道」と刻まれている。喜連川

には宿場がありその先で奥州街道につながった。

江戸時代に流行した百観音を巡る観音信仰は、各

地にミニ霊場をつくり、芳賀郡内にも芳賀百観音

が設けられた。東田井の千手観音は芳賀西国 16

番にあたる。
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（５）生田目地区

【地域の概要】

生田目は、生田目城跡を背後に擁して高靇神社を中心に置き、小貝川低地をゆるやかに見下ろ

す地域である。車堂遺跡の住居跡に代表されるように縄文時代から人が住んでいることが明らか

になっている。江戸時代には生田目村として益子村・上大羽村などとともに黒羽藩の飛び地（下

の庄）として支配されていた。ながく農業用水に悩まされており、小貝川から水を引く際にしば

しば東田井との間に水争いが起きていたことがわかっている。現在は秋になると休耕田を利用し

てコスモス祭りが開催され、県内外から多くの観光客が訪れる。

【確認した主な文化財について】

共同墓地内の釈迦堂に昔の霊柩車がおさめられていた。大小１つずつあり、大人用と子ども用

だという。また、霊柩車を運ぶための役割分担表である床
とことりひょう

取表も同じ釈迦堂内に納められてお

写真 3-80  昔の霊柩車

り、たいへん貴重である。生田目城跡内には昔、

正
しょうそうじ

覚寺という寺院があり、本尊は芳賀百観音の芳

賀坂東 3 番となっている。益子小学校初代校長の

木村時習は、益子小の前身となる私立日新館をこ

の寺に建て小学校教育に尽力した。『ましこの民

話伝説とれきし』には生田目を舞台とした物語が

多く集録されており、物語に登場する地蔵様や薬

師堂が残されている。文化 4 年 (1807) の道標に

は「右ハさくハミち（作場道）／左ハ日光のぶほ

しのみや道（日光・延生・星の宮）」と記されている。

（６）益子本通り (大字益子 )

【地域の概要】

益子町のほぼ中央部、真岡鐵道益子駅のあるこの地区は、駅前より東へ緩やかに登る地形であ

り、東西に通る本通り沿いには、古くからの商店が立ち並ぶ。毎年 7 月には鹿島神社周辺を中心

に祇園祭が催され、御神酒頂戴式（町指定文化財）が行われるほか、彫刻屋台（町指定文化財）

が引き回される。近世は鬼怒川の舟運、近代以降は真岡鐵道による鉄道輸送にかかわる物資集散

地のように機能したと思われる。窯業について、城内から道祖土にかけて作陶場が集中し、販売

店は仲買店を含めて新町、田町に集中しており、地区ごと機能が分担

されていたことがわかる。

【確認した主な文化財について】

元禄絵地図（町指定文化財）に記された街道は、現代の道と重なる

部分が多く、当時のようすをうかがうことができる。近代に入ってか

らの商店街のようすも残っており、近代和風建築を多く見ることがで

きる。新町南側石塔群は、戦後になってから地元の人たちによって現

在の場所に集められた。もとの位置を把握している人が健在なため、

今後聞取りを行うなどの記録が必要である。鹿島神社の境内には古い

鳥居が埋められていることや、征清記念碑には古墳の天井石が使われ

ているなどの話を地元の歴史に明るい方々からうかがうことができた。 写真 3-81  征清記念碑
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（７）上大羽地区

【地域の概要】

上大羽は高館山の東側に位置し、低山登山で人気の雨巻山・三登谷山などが連なる山々の麓、

大羽川、栗生川に沿って南北に細長く開けた土地である。平安時代末期から室町時代にかけて活

躍した宇都宮氏ゆかりの土地であり、地蔵院・綱神社・大倉神社など国指定文化財が残るほか、

綱神社では綱神社太々神楽（町指定文化財）が行われる。

【確認した主な文化財について】

大羽小学校 PTA文化部により昭和 34年（1959）に発行された『大羽史蹟抄』に「大羽史蹟要覧」

という地図が付属され、そ

こに記された石塔や建造物、

天然記念物などが現在も多

く残されている。益子焼の

祖である大塚啓三郎に焼き

物の技術を指導した田中長

平が黒子道之祐とともに大

羽に御嶽社を開いたことを

記念した碑が建てられてい

る。この地区でみられた藁

宝殿は形状が茨城県のもの

類似していることから文化

圏のつながりがうかがえる。

（８）七井地区

【地域の概要】

益子町の北西部、隣町の市貝町との町境にあり、町を南北に縦断する小貝川がこの地区のほぼ中

央を流れ、川に並行して真岡鐵道が走る。七井駅の東側が中心部で、小宅川・大羽川・小貝川に三

方を囲まれた台地には七井城が造られた。益子勝宗が矢島城主七井綱代を破り 5男勝忠を七井城主

としたことが始まりとされ、益子氏ゆかりの城館といえる。宿場町として賑わいその後も商店街が

形成され映画館や旅館もあった。この地区には、水の染み出る場所が数多くあり、七井という地名

の由来と言われている。町指定文化財の上棟柱立飾山車は地元の夏祭りで引き回されるが、地元の

図 3-7  大羽史蹟要覧

参加者の自主的な古老への聞き取りでわかった土塁の跡が

ピンク色で記されている。

図 3-8  手書きの七井城跡の図

人々によって近年になり復活したものである。

【確認した主な文化財について】

七井城は土塁が残り各所で確認できるほか、今

回の調査で削平された場所も確認できた。旧七

井村役場跡には住宅が建てられているが、入口

に植えられた松だけが当時の面影を残している。

たいへん幅が狭い古い道があり、現在はあまり

使われていないように見受けられたが、地元の

方によれば以前は神輿を担いでこの道を通った

そうで、地域に根付いた道であるといえる。
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（９）御霊神社周辺（大字大沢）

【地域の概要】

大沢地区は、主に北郷谷丘陵の北部に位置し、一部新福寺が雨巻山地に含まれ、東の船橋川、

西の大羽川がそれぞれ南東から北西に流れる。集落は丘の麓に形成された台地上にほぼ集まり、

縄文時代の御霊前遺跡、古墳時代の御霊神社古墳群などの数多くの遺跡が分布する。御霊神社の

創建は社伝に「景行天皇の御世」と書かれる。

【確認した主な文化財について】

この地区を通る水戸北街道は、全長 60 ㎞で、栃木県の中心部と、茨城県の中心部を結ぶ重要

な道であった。益子では現在の県道 1 号線と重なる部分が多く、下大羽から七井に向かうとき大

写真 3-82  石塔群

沢では大羽川の右岸を並行するように通ってい

る。しかし御霊前遺跡付近になると遺跡を避け

るように御霊橋を渡り大羽川左岸を通っている。

字上町のＹ字路で再び大羽川を渡り県道 1 号線

に戻るがこのＹ字路に石塔群があり目印となっ

ている。また、主要な道のひとつに益子から大

沢への道がある。現在の町民センターと益子中

学校の間の道をとおり、大沢に入ると水戸北街

道に接続する。接続した交差点には石塔群があ

りこちらも目印となっている。




